
お茶の水女子大学グローバル COE プログラム 「格差センシティブな人間発達科学の創成」 

「2011年度第 1回 RA 研究報告会」（2011 年 11 月 18 日） 

 

参加者総数     35（報告者・コメンテーター14、その他 RA12、教職員 7、博士後期院生 2） 

アンケート回答者数 26 

 

① ご自身について  

1  教員：1  2 大学院生：25  3  学部生：0  4  大学職員：0  5 学外（一般）：0  

 

② 良かった研究報告 （無回答：5） 

安藤さん（11） 

佐藤さん（4）：自分の興味関心に近いから 

孫さん（4） 

菊地さん・竹淵さん（3） 

児玉さん（1） 

 

③ 良かったコメント （無回答：10） 

安藤さん（5） 

子浦さん（4） 

芦谷さん（3）  

橋本さん・松崎さん・「皆さん」（2） 

堀之内さん・越後さん・米田先生？（1） 

 

④ 開催時期やプログラム内容、事前作業、会場などについて、ご意見・ご感想をお知らせください。（無回答：

9） 

・ 席が後ろよりだったかもしれませんが、全体的に見やすく、聞きやすかったです。 

・ 各発表にコメントが依頼されている形式が大変良かったです。 

・ 皆が他分野の人に分かりやすく説明する努力をしていたので、どの報告も興味深く聞きました。第一会議室

は、発表しやすく良い会場だと思います。 

・ 会場がこれまでと違いましたが、マイクも使用できてききとりやすく、良かったと思います。 

・ 短期間に 2 回集中してしまうと少し予定がタイトになってしまうので、以前のように間隔があいていた方が

ありがたいと思いました。いつもご準備くださりありがとうございます！ 

・ 細かな連絡をタイムリーに送っていただきありがとうございます。全体にとてもスムーズな運びだと思いま

す。 

・ 違う分野の方の研究に触れる機会がないので、とても興味深かったです。 

・ プロジェクターも見やすく、会場セッティングが良かった。 

・ 全体討議の時間などがあればよいと思いました。いつも丁寧なご準備ありがとうございます。 

・ 机椅子が発表者から遠すぎてスライドが見づらい。ちょっとさむかったです～。 

・ 準備→発表までの流れが分かりやすくよかったです。 

・ とてもよかったです。 

・ 今回は 1 回ごとの発表者が少目だったので発表や質問にゆとりが出来良かったと思います。 

・ 他領域の研究を聞く機会がなかなかないので、とても勉強になりました。 



・ 時期が 11 月なので研究結果が完全に出ている状態ではないものの、途中経過がよくわかり、研究されている

方々の思考プロセスが見られて、この時期に実施されることは良いことだと思いました。 

・ 特にありません。 

・ 開催時期、プログラム、事前作業、会場、どれも問題なく、とても良かったです。 


